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長崎県橘湾から得られたシマガツオ科魚類
マルバラシマガツオ Brama orcini

畑 晴 陵１）・高 山 真由美２）・本 村 浩 之２）

First record of Brama orcini (Perciformes: Bramidae) from Tachibana Bay,

Nagasaki Prefecture, southern Japan

Harutaka HATA１），Mayumi TAKAYAMA２）and Hiroyuki MOTOMURA２）

は じ め に

シマガツオ科魚類 Bramidaeは日本近海から

６属１０種が知られている（波戸岡・甲斐２０１３；

Hibino et al.２０１４）．そのうち，マルバラシマガ

ツオ Brama orcini Cuvier，１８３１は国内ではこれ

まで相模湾（波戸岡・甲斐２０１３），三重県南部

（Hibino et al.２０１４），鹿児島県薩摩半島西岸，

大隅半島内之浦湾，種子島，奄美大島（畑ほか

２０１５），小笠原諸島および八重山諸島（望月

１９８４；波戸岡・甲斐２０１３）から報告されてい

た．

２０１４年４月３日，長崎県橘湾牧島南方からマ

ルバラシマガツオが漁獲された．本標本は長崎

県における本種の標本に基づく初めての記録と

なるため，ここに報告する．

材料と方法

計数・計測方法はMoteki et al. （１９９５）にし

たがった．標準体長は体長と表記し，体各部の

計測はデジタルノギスを用いて０．１mmまでお

こなった．各種の生鮮時の体色の記載は，固定

前に撮影された鹿児島県産標本（KAUM-

I．６０３６０）のカラー写真に基づく．標本の作製，

登録，撮影，固定方法は本村（２００９）に準拠し

た．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研

究博物館（KAUM）に保管されており，上記の

生鮮時の写真は同館のデータベースに登録され

ている．

結果と考察

Brama orcini Cuvier，１８３１

マルバラシマガツオ（図１）

標本 KAUM-I．６０３６０，体長２４９．８mm，長崎

県長崎市橘湾牧島南方（３２°４４′N，１２９°５８′E），

水深２０m，定置網，２０１４年４月３日，浜田明彦．

記載 背鰭条数３４；臀鰭条数２９；胸鰭条数

１９；腹鰭条数 I，５；縦列鱗数５１；第１鰓弓上

枝状の鰓耙数４；第１鰓弓下枝鰓耙数１０．

体各部測定値の体長に対する割合（％）：体

高５２．８；体幅１１．２；頭幅１１．５；背鰭前長４０．５；

臀鰭前長５５．４；腹鰭前長４０．８；胸鰭前長２８．９；

背鰭基底長６０．３；臀鰭基底長５０．３；背鰭起部か

ら胸鰭基底上端までの長さ３４．１；胸鰭基底長

６．５；胸鰭基底上端から臀鰭起部までの長さ

２８．１；胸鰭長３５．８；腹鰭長８．９；背鰭第５軟条

長１６．３；臀鰭第５軟条長６．４；尾柄長１０．５；尾

柄高７．２；尾鰭上葉長４５．５；尾鰭下葉長３３．３；

頭長２７．２．体各部測定値の頭長に対する割合

（％）：吻長２６．２；眼径２３．５；眼隔域幅２６．２；

上顎長５０．７．

体は前後方向に長い卵型で強く側扁し，体高

は背鰭起部で最大．体背縁は吻端から眼の上方

にかけて凸出し，そこから背鰭起部にかけて緩

１）〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐２４ 鹿児島大学大学院連合農学研究科
２）〒８９０‐００６５ 鹿児島市郡元１‐２１‐３０ 鹿児島大学総合研究博物館
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やかに上昇する．体背縁は背鰭起部から背鰭基

底後端にかけて緩やかに下降し，尾柄部背縁は

体軸と平行．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部前

方にかけて急激に下降し，そこから臀鰭起部に

かけて体軸と平行となり，臀鰭起部から臀鰭基

底後端にかけてはやや急激に上昇し，尾柄部腹

縁は体軸と平行となる．胸鰭基底上端は鰓蓋後

端よりもわずかに後方に位置し，胸鰭基底下端

は胸鰭基底上端と背鰭起部よりも前方に位置す

る．胸鰭後端は尖り，背鰭第１８軟条基底後端直

下より僅かに後方および臀鰭第９軟条起部直上

に達する．腹鰭起部は胸鰭第７軟条起部直下に

位置し，腹鰭基底後端は胸鰭基底下端直下に位

置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しない．

左右の腹鰭は近接する．背鰭起部は腹鰭基底後

端よりも僅かに後方に位置する．背鰭基底後端

は臀鰭基底後端直上に位置する．臀鰭起部は背

鰭第１０軟条起部直下に位置する．尾鰭は二叉型

で，深く湾入する．尾鰭上葉後部はリボン状に

伸長し，尾鰭上葉長は尾鰭下葉長の１３６．９％．

眼は正円に近い楕円形で，背腹方向に長い．眼

隔域は膨出する．鼻孔は２対で眼の前方に位置

し，互いに近接する．前鼻孔は正円形で後鼻孔

はスリット状．体は，固く剥がれにくい円鱗に

被われ，胸鰭と腹鰭を除く各鰭も被鱗する．尾

柄から尾鰭基底の鱗は後方に行くにしたがって

徐々に小さくなる．胸鰭と腹鰭は腋鱗を有する．

下顎と吻部は無鱗．背鰭前方被鱗域の先端は左

右の瞳孔の中心を結んだ線よりも前方に達する．

口は斜位で大きく，上顎後端は瞳孔前縁よりも

後方に達する．主上顎骨後端は露出し，丸みを

帯びる．下顎先端は上顎先端よりも突出する．

上顎には鋭い円錐歯が１列に並び，その内側に

絨毛状歯による歯帯がある．下顎には小円錐歯

が１列に並び，その内側にはそれらよりも大き

い鋭い円錐歯が１列に並ぶ．下顎先端には３本

の鋭い牙状の固着歯がある．肛門は臀鰭起部前

方に開孔する．前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はともに

円滑．側線は不明瞭であるが完全で，鰓蓋後縁

上方から尾柄にかけて体背縁に並走する．胸鰭

基底下端から腹鰭起部までの長さは体長の

１３．８％，頭長の５１．０％．

色彩 生鮮時の色彩―体背面は一様に黒みが

かった暗紫色．体側および体腹面は一様に紫が

かった銀白色．背鰭，腹鰭，臀鰭および尾鰭は

暗い鶯色．胸鰭は黄緑色の半透明で，上部は暗

赤色．虹彩は淡い金色を呈し，瞳孔は青みがかっ

た黒色．

固定後の色彩―体は一様に茶色がかった黄褐

色となる．

分布 北緯３０°から南緯３０°にかけてのイン

ド・太平洋（Snyder１９０４；谷津・中村１９８８；

谷津１９９７；Last and Moteki２００１；波戸岡・甲

斐２０１３，Bos and Gumanao２０１３）およびアメ

リカ・カリフォルニア（Mead１９７２）に広く分

布する．国内では，相模湾（波戸岡・甲斐２０１３），

三重県南部（Hibino et al.２０１４），小笠原諸島と

八重山諸島（望月１９８４；波戸岡・甲斐２０１３），

鹿児島県薩摩半島西岸，大隅半島東岸内之浦湾，

大隅諸島種子島，および奄美群島奄美大島（畑

ほか２０１５）から報告がある．

備考 橘湾産の標本は，胸鰭基底下端から腹

鰭起部までの長さが体長の１３．８％，頭長の

５１．０％であること，縦列鱗数が５１であること，

背鰭軟条数が３４，および臀鰭軟条数が２９である

ことなどの特徴がMead（１９７２）や谷津・中村

（１９８８），Last and Moteki（２００１），波戸岡・甲

斐（２０１３），Bos and Gumanao（２０１３）の報告し

た Brama orcini の標徴とよく一致した．本種は

日本産の同属他種と比較して，胸鰭基底下端と

腹鰭起部の間隔が体長の１２％以上，頭長の４２％

以上であること，縦列鱗数が４８‐５５であること，

背鰭軟条数が３２‐３６，および臀鰭軟条数が２８‐３０

であることなどから識別される（Mead１９７２；

図１．マルバラシマガツオ Brama orcini KAUM-
I．６０３６０，体長２４９．８mm，長崎市橘湾牧島南方
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Moteki et al.１９９５；波戸岡・甲斐２０１３）．日本

の東シナ海沿岸におけるマルバラシマガツオの

記録は鹿児島県薩摩半島西岸からのものに限ら

れており（波戸岡・甲斐２０１３；畑ほか２０１５），

本報告は長崎県における本種の標本に基づく初

めての記録となる．
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